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　＜講演＞
“フードバレーとかち”から生まれる『豊かさ』とは

「まちづくり」は産業振興

ご紹介にあずかりました，帯広市の中尾でご
ざいます。

今日のお話ですが，先ほど山本先生からは，
どちらかというと大きな視点でお話いただいた
と思います。私は，十勝を代表して参っていま
すので，もう少し地域的に十勝に絞り込んだ中
で，「まちづくり」と農業など地域産業の振興
がどういうふうに結びついているのか，それに
よって，今回のテーマ「豊かさ」というキーワー
ドをいただいていますので，生産者，あるいは
消費者の方たちの豊かさって一体何だろうと考
えていきたいと思います。また，生産者にして
みればもうけなければいけないのは当然ですが，
それだけではないというところを今回，メンタ
ルな部分も含めて，十勝で取り組んでいること，
生産者が一生懸命取り組んでいること，あるい
は消費者の立場でもこんなふうにしたらいいの
ではないかという，行政としての支援策とか，
そういった部分もまぜこぜにしてお話しさせて
いただければと思っています。

まず一つお願いなのですが，皆さんにお配り
した資料は，実は十勝の人というか，帯広の市
民の方を対象に説明する資料として作っていま
す。皆様方は是非，自分は帯広の市民だという
ような気持ちを持って私のお話を聞いていただ

ければと思います。また，二つ目のお願いは，
消費者という立場でこのお話を聞いていただき
たいということです。そして，最後のお願いは，
十勝を代表しているという意味で，フードバレー
とかち推進協議会という名前を使っていますけ
れども，米沢則寿という帯広市長がこの会長に
なっていますので，私はその代理として，市長
になりかわってお話ししているということでご
理解をいただきたいと思います。

それでは，早速ですが，先ほど言いました「ま
ちづくり」ということからお話してまいります。
まず「まちづくり」って一体どういう考え方，
基本スタンスは何なのだろうというところを先
にお話しいたします。おそらく市民という立場
で行政に求めるというのは，福祉だとか，教育
だとか，防災だとか，そういう切り口からお入
りになるのが多いのかなと思うのですが，よく
よく考えてみると，そういったサービスをやっ
ていくにも，お金がないとやっていけません。
当然のことなのですが，財源がないと，まちづ
くりはやっていけないということがあります。
そして，そのお金を稼いでいくのはやっぱり産
業振興なのです。産業振興で，プレイヤーの皆
さんが一生懸命働いて，経営して，従業員の方
たちが働く，そこから生まれる所得から税金を
いただき，それが市民の皆さんのための教育や
保健，福祉などの形に返っていく，そうした仕
組みをまず皆様方に理解していただきたいと思
います。

講　師　中尾　啓伸
（フードバレーとかち推進協議会　事務局長＊）

＊ 帯広市役所産業連携室室長
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大震災が起きたときに，こんなことって本当
にあるのかな，そのようなことを皆さん誰もが
感じたと思います。いつか私にも起こり得るの
だろうなと思われたことでしょう。誰もが安全
だと思っていたのが，実はそうではないという
ことを身にしみて感じた出来事だったなと思っ
ています。そんなことを考えると，国に頼って
もよくないし，地域のことは地域自ら考えなけ
ればいけないということを実感した次第であり
ます。

そこで，先ほどの話になりますが，地域が自
らやっていくためには，福祉，子育て，こうい
うことも大切です。でも，それをやるためには，
産業振興をしっかりと地域として走らせること
がまず第一だろうということです。それを基本
にこの後説明をしてまいります。

皆さんにお話したいことは，大きく分けて二
つございます。まず，“フードバレーとかち”と
いう産業振興を，どのように今まで取り組んで
きたのかということと，二つ目は，消費者の皆
さん方に参加できるフードバレーって何だろう
ということです。

“フードバレーとかち”とは

改めて“フードバレーとかち”という言葉に
ついて簡単に説明申し上げます。もう皆さんご
存じだと思うのですが，フードは食べ物，そし
てバレーは集積地ということで，食べ物の集積
地。でも，決して食べ物だけが集まるという意
味合いではありません。食べ物が集まるという
だけではなくて，企業とか，研究機関，そこに
関心を持ついろんな人たちが集まってくる，そ
ういうことが，我々“フードバレーとかち”が
目指していることなのだと。十勝に行ったら何
かあるぞ。ここは食に関してはどこにも負けな
いぞ。そういうふうに思わせる，そういう地域

になりたいというのが，この言葉に込められて
います。

そこで，フードバレー，食産業の強みって一
体何だろうと改めて考えてみたいと思います。
食べ物を生産する農家の方。それを，加工する
ところ。それを調理する場合もありますし，買っ
て，食べていく。食べた後，今度は残渣もあり
ます。捨てるものもある。そういったものがま
たいろんな形に利用されていく。畑に蒔かれた
り，場合によってはエネルギーにも使われると
思いますが，生産から出口まで循環して，幅広
いものだということがよくわかります。

何よりも，食べていくということは，生きる
ということですので，生きるためには必ず食べ
なければいけない。当たり前のことですが，そ
ういったことがある限り，永遠の産業なのです。
食産業というのは，人類が生きていく限り，生
命にかかわる重要産業，ライフラインそのもの
だと思います。そして，今言ったように，さま
ざまな分野に広がりがある，すそ野の非常に広
い産業だということであります。

もう一つ違った角度から食というものをみて
みると，三つの要素があると，農水省などが言っ
ています。まず，栄養補給がありますが，栄養
だけではない。当然，食べるときはおいしくい
ただきたい。そして，病気の予防や健康の増進，
この辺も非常に今注目されています。

こういったフィジカルな部分の機能だけでは
なくて，人が集う，そこには必ず食がある。そ
して食卓を囲むと，当然，会話が生まれて，笑
顔がこぼれる。怒りながら食べる人ってあまり
いないと思うのです。そういうことから考える
と，食というのは，健康で生きるということは
もちろんですが，人と人を繋いでいく，ネット
ワークする，そういった大切な機能もあるとい
うことを，いま一度改めて感じたいと思います。

ここで，十勝地域の強みって何だろうという
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ところを皆さんと確認しておきたいと思います。
先ほど市民になってくださいとお話ししました
が，ほとんどの方は，十勝ってどんなところか
わからないかもしれませんので，簡単に説明し
ます。まず，強みですので，自慢話になってし
まうかもしれませんが，恵まれた環境力という
のがございます。全国有数の日照時間，2,000 時
間を超えると言われています。それから，良質
な水や土，空気，広大な耕地，本当に十勝の環
境はすぐれているというか，すばらしいという
ふうに自負しています。

それから，安全安心力ということで，加工で
あ れ ば HACCP（Hazard Analysis and Critical 
Control Point）対応の施設です。大分自助努力
でやり出してきました。それから，生産履歴開
示の取り組みだとか，いわゆる１次産品では，
GAP（Good Agricultural Practice）のような取
り組みもやり始めました。そうした意味で，十
勝は，安全というイメージも随分と広まってき
ました。

そして，十勝型フードシステムと言っていま
すが，産地立地型の企業も，たくさんでてきま
した。良質で大量の農産物を生産地で加工し消
費地で販売するというものです。ポテトチップ
スで有名なカルビーとか，明治乳業，そういっ
た企業も，生産地に近いところで立地するとい
うメリットを十分生かしています。それから，
研究開発力ということで，帯広畜産大学を筆頭
にいろんな研究機関がございます。

こういった豊かな生産力を持って，北海道は
恐らく 200％でしたかね，食料自給率は。それが，
十勝の場合だと 1,100% と言われています。人口
が約 35 万人ですから，それの 11 倍，単純計算
で 400 万人の胃袋を満たす生産をしている，そ
ういう非常に強い圧倒的な生産力を誇っていま
す。

その生産量の種類の中で，例えば，砂糖の原

材料になるてん菜とか，おいしいスイートコー
ン，長芋，小麦，豆類，こういったものは，十
勝が日本の中でナンバーワンだと言われていま
す。ちなみに小麦は，外麦がほとんどで，86％
が輸入物だと言われていまして，残った 14％程
度が国産ですが，その国産の４分の１を十勝が
生産しています。そんな地域であります。

こうしてたくさんの量，たくさんの種類の生
産物を作っていますが，そうしたものが「とら
やの羊羹」や「よつ葉乳業のヨーグルト」，ある
いは「明治のチーズ」となり「カルビーのじゃ
がりこ」や「グラニュー糖」になります。そう
いう形で，メジャーというか，大手の食品会社
の原材料にも随分と使われています。ただそれ
が，十勝の小豆を使っているだとか，牛乳を使っ
ているだとか，ジャガイモだとかは，割と知ら
れていない。そういうことであります。

今，十勝の強みを申し上げましたけれども，
そのほかに代表する十勝のバックデータをお話
しすると，農家１戸当たりの耕地面積というの
は幾らぐらいだと思いますか。答えを言います
と，38 ヘクタールです。日本の耕地面積の平均
が 1.6 ヘクタールと言われていますので，20 倍
以上の規模を誇っているということであります。

それから，農家収入が，十勝の場合，平均 3,000
万円を超えます。所得に直すと，約 1,200 万円
を超える。北海道内の平均の農家所得は，その
半分の 600 万円です。さらに，日本の平均でい
くと，300 万円以下ということで，いかに十勝
の農業というか，農家さんが，稼いでいるかと
いうことであります。

それから，これは農業ではないですが，たく
さんの農業生産物，てん菜とかスイートコーン
や長芋など，それを原料にして，十勝でもいろ
んな加工業をやっています。経済産業省が出し
ている工業統計調査結果がございますが，製造
品出荷額の中で，一番の割合を占めるものは，
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食料品製造なのです。十勝でいうと，出荷額の
７割が食品工業です。では，２位は何かという
と，飲料と飼料ですかね。餌の飼料です。ですが，
それはわずか５％なのです。１位は７割ですけ
れども，２位はわずか５％。落差がもの凄いです。
そういう意味では，十勝というのは，圧倒的に
農業を基盤にして，産業もそこにブランチする
食料品製造という，そういうクラスター構成に
なっているということであります。十勝の強み
は，食産業の強みです。食産業は生命産業であり，
未来永劫残っていくことが間違いない産業だと
言えるでしょう。

十勝における農業と加工業の現状

さて，そうはいいながら，十勝の弱みってやっ
ぱりあるのです。そこが一番これから問題になっ
てくるのですが，ここは強さに隠れた弱みとい
うことにして，なおかつそれは，裏から見ると，
大いなる伸びしろというふうに考えています。

十勝は農業産出額が大体毎年 2,500 億円ぐら
いあるのですが，先ほど言った食品加工業の出
荷額は幾らかというと，3,000 億円ちょっとです。
1.28 の比率です。では北海道はというと，1.83
です。要するに，北海道全体のほうが農業産出
額に比べると，製造出荷額の割合は高い。九州
も同じように 1.68 です。日本平均でいくと，2.83
なのです。この数字から何が言えるかというと，
十勝って，原材料供給基地なのです。例えば小
麦も，全国の４分の１とれるといいながら，小
麦の粒をどういうふうに使っているかというと，
本州の例えば日清（日清製粉）さんだとか日粉

（日本製粉）さんだとか，加工しないでそういっ
たところの製粉工場に行ってしまうわけです。
十勝でパンをつくりたいとしても，本州へ行っ
たものをまた輸送賃をかけて買い戻して，地元
のパン屋で使うことを余儀なくされていました。

それは小麦の例なのですが，そのほかにもいろ
いろあります。ジャガイモもそうかもしれませ
んし，てん菜はまだ工場がすぐそばにあるから
いいのですが，こういった弱みというのが昔か
らあったのです。

あまりそこは気にしないできたのは何故だろ
うなと思ったことがあるのですが，先ほど言っ
た原材料供給型というのは圧倒的に量が必要と
されるので，農家さんは，農産物を農協へ送って，
農協が管理して供給する。そうしたら，ちゃん
とお金が入ってくる。それで，農家さんも全然
問題ない。さっき言ったぐらいの収入を稼げる
のですからそれ以上何も望まない。多分そうい
うことで，安定してるため，弱みをあまり感じ
ない地域だったと思うのです。今ようやく，そ
れではだめだと，この地域はそれだけでは伸び
ないということに気づいてきたという段階かと
思っています。

もう一つ，二，三の弱みを違った角度からお話
しすると，例えば加工業で，仮に粉ミルクをつ
くって，スティックにして，それを製造しよう
としたときに，粉ミルクはできるけれども，そ
の包装，スティックの包装が地元ではできない
のです。わざわざ本州に粉を送って，そこで包
装してもらって，また戻して，それから販売す
るという，そんな無駄というか，コストをかけ
てやっていることが結構あるのです。

それは何故かと聞くと，ロットの問題がある
のです。通年化できない。例に挙げたのは粉ミ
ルク，酪農ですから，通年化できるかもしれま
せんが，そうではない畑作のものだとすれば，
通年化できないのです。秋口にとれたものしか
量がないときに，そのためだけに機械を購入し
て包装することにはならないという，そうした
地域の弱みがあるのです。

もう一つ，十勝においても，加工業の企業は
中小企業です。99％が中小企業です。そうなると，
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生産量も限られるのです。チーズにしてもそう
です。工房というぐらいですから，そんなたく
さんの量なんかできません。手づくりというこ
ともありますし。でも，売らなければいけない。
しかし，東京の商談会とか物産展に持っていっ
て，バイヤーさんが来て，これはおいしいですね，
チーズいいですよ，と言って，ではこれだけく
ださいと言われた途端に，済みません，その数
はつくれないのですとお断りするのです。せっ
かくそういういい商談が来ても，ロットがあま
りにも大き過ぎて応えられない。ラインを増設
するまでの設備投資というリスクは抱えられな
い。そのような形で，なかなか商談が成立しな
いということがございます。そういった場合は，
首都圏よりも地方都市に行ってマッチングする
ほうが，ロットも比較的小さいのでよいのです。
そういった地方都市間のマッチングが最近多く
なってきて，三島市との例など，地方間同士の
商取引がうまくいっているものもございます。

さて，強みと弱みの話をして，特に弱みの部
分，加工されずに本州へ行ってしまっていると
いうことをもうちょっと簡単に分析してみると，
地産地消の視点と書いていますが，地産地消と
いう言葉は皆さん，もう誰もがわかっている言
葉ですが，その間に私は「地加」地元で加工す
るという言葉をぜひ入れたいと思うのです。地
産の中に加工も入っていると思いますが，地域
で生産して，地域で加工して，そして販路につ
なげて地域で消費する，そういう視点がもの凄
く大切でしょうと。

今までお話ししたとおり，１次産品はたくさ
んとれます。でも，それを使って十勝で加工し
ているのはわずかなのです。これだけとれるの
に，このぐらいしか加工していない。それ以外
はみんな，本州など十勝以外に流れているので
す。何故かなと考えたときに，首都圏のほうが
高く売れるからそっちのほうがいいなとか，加

工する業者自体が少ないとか，消費者もできれ
ば安いものを買いたいなど，そのようなことで，
このレベルでしかまだ十勝では加工していない
と思うのです。

消費も恐らく，イメージ的には生産量に比べ
ると，わずかしか十勝で消費していないのだろ
うということになります。これだけとれている
のに，地元ではこれだけしか食べていない。当然，
1,100％ですから，100％食べても 1,000% は残り
ます。外へ出ていくのは当然かもしれませんが，
原材料で出すのではなくて，加工して出しましょ
う，それが正しい地域の姿かなと思います。

加工するお話をしましたが，地域で加工する
とどんなよいことがあるのかをもうちょっと深
く掘り下げたのがこれです。（図 1）今，20 個
入りのギョーザを１パック，スーパーで買うと
698 円で消費者が買えるとしたときに，その地
元でとれる小麦の原価って 6.28 円なのです。わ
ずかです。6.28 円で地元で生産して，それ以外
は全て本州とか管外でつくられたとしたら，698
円引く 6.28 円は全部外にお金が流れているとい
うことなのです。もったいないですね。111 倍
です。付加価値がふえている。地元で作れば，
この恩恵を全部享受できるのに，小麦だけ作っ
て，あとは外に原材料として送り込んで，外で
全部作られてしまえば，わずか 6.28 円のお金が

図 1
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農家さんに入って終わりです。農家さんの所得
から税金へ回っていくというぐらいにしかなら
ないのが，もし地域でギョーザにするまで全部
加工すれば，この 698 円が全て地元に落ちると
いうことなのです。

もうちょっとわかりやすくというか数字的に
お話しすると，このギョーザ工場が，今までは
本州にあったとすると，それを地元に立地しま
す。資本金１億円で従業員 20 人，そのうち新規
は 16 人入れたとして，当期純利益が 500 万円，
土地建物設備が 10 億円かかったとします。仮想
例ですが，このような工場を一つ建てたとした
らどうなるかというと，５年間の市税収入は，
約 5,000 万円近くになるのです。この工場１個
建てると，５年間で 5,000 万円と仮にしたときに，
年間 1,000 万円ずつ入ってくる。その分が今ま
でよりも，まちづくりや教育，保健や，健康の
ために使えるということなのです。

今まで原材料を生産するだけで，何もしてい
なかったところに，こういった工場をもっと
もっとふやしていくと，今言ったように，付加
価値が生まれて，雇用もふえて，税金まで入っ
てくるということで，一石三鳥ぐらいの効果が
あることを，ぜひ皆さんにわかっていただきた
い。経済のことを学んでいる方は大体わかって
いらっしゃると思うのですが，よくご理解いた
だきたいということであります。

それをもう一度図面で見ていくと，棒の動き
を見てほしいのですが（図 2），加工のラインが，
今言ったように工場が一つふえたことによって
上がります。雇用の創出や，税収の増加になる。
そして，それが地域の発展の基盤となる福祉や
子育て，教育，そういったものへの財源になっ
ていくということであります。住みたい，住み
続けたいと思えるような地域社会の実現という
形に繋がればいいなということです。

“フードバレーとかち”の取り組み

そうしたことで“フードバレーとかち”をや
りましょう，ということになるわけです。“フー
ドバレーとかち”を進めるために，計画書もあ
るのですが，この計画の中に，三つの柱を立て
ています。一つが，生産，安全・安心な農畜水
産物。そのために農林漁業を成長産業にすると
いう表現を使っています。もともと十勝は農林
水産業が強いですが，さらに成長産業にしましょ
うと意気込んでいるわけです。

北大の元総長の丹保先生がよくおっしゃるの
が，基本価値です。基本価値を高めましょう，
１次産品の持っているもともとの価値を，まだ
まだ高めることができます，と。例えば，品質
を底上げして，基本的な価値をしっかりと高め
ましょう。十勝でそれをやりましょうというこ
とがまず一つあります。二つ目の柱は，加工です。
先ほど言いました地元加工で高付加価値化を目
指しましょう。それは，換言すると，食の価値
を創出するということで，まさしく付加価値を
高めるということです。三つ目は，出口，消費
のほうです。十勝は今言ったように食が一番の
資源ですので，食イコール観光なのです。わか
りやすい地域です。そういった意味で，食と観
光を一体にした十勝の魅力を売り込みましょう
ということです。この三つを連携させてつくり図 2
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上げるのが，十勝型のフードシステム，十勝だ
からこそできるフードシステムをつくりましょ
うという考え方，コンセプトであります。

そういうことで“フードバレーとかち”これ
は今の市長が選挙のときに一番の公約として挙
げた一つですが，“フードバレーとかち”の推進
ということです。それを推進するためにいろい
ろな取り組みをしてきたのですが，それのおさ
らいです。

一つ目は，オール十勝への合意づくりという
ことです。これが一番，ある意味難しいのです。
十勝は，19 市町村の自治体で成り立っています。
帯広市がちょうど地理的にも真ん中にいて，人
口も 35 万のうちの大体半分を擁しているという
意味で地理的にもまとまりやすい地域ではあり
ますが，そうはいっても残りの 18 町村，それぞ
れの地域意思を持っています。食と農林漁業を
柱にしてこの地域を，もっともっと盛り上げま
しょうという旗を揚げました。その旗に皆さん
協力していただけますかと呼びかけて，それを
国の制度であります定住自立圏形成協定という
形で 18 町村の首長さんにお話をしたら，全ての
首長さんが，わかりました，一緒にやりましょう，
と合意形成ができました。これはとても大きな
ことです。

二つ目が，それこそ私が事務局長をやってお
りますが「フードバレーとかち推進協議会」と
いう組織です。ここは 19 市町村の行政体だけで
はなく，経済団体や大学，農協，金融機関も入っ
た，41 団体という十勝管内を代表する機関が構
成員となり協議会を設立しました。

そして三つ目はプランニングです。推進プラ
ンと戦略プランをつくっています。先ほど言っ
た三つの柱も，この中の柱です。

最後，四つ目です。北海道フード・コンプレッ
クス国際戦略総合特区として認定されました。
これも国の制度ですが，国がこうしなさいとい

うのではなくて，地域自ら何をしたいかを訴え，
それに対して国がお墨つきを与える。それなり
の規制緩和とか税制措置など，そういった恩恵
をあげますよ，という指定なのです。去年の 12
月に受けることができました。

このような推進に向けての枠組みができ上が
りました。ちょっと難しくなりますが，特区で
の取り組みをお話しします。ここではさまざま
な形のものが認められてきました。例えば，農
業用の貨物自動車というのが，農業用といいな
がら１年に１回の車検なのです。でも，使う頻
度というのは，普通の車とは全然違います。だ
から１年に一回から２年に一回にしてもらえま
せんかと訴えかけたら，わかりました，いいで
すよと認めていただくことができました。その
他にもいろいろありますが，きょうは時間の関
係がありますので，省略したいと思います。
“フードバレーとかち”の取り組みの変遷をお

さらいしていきますと，最初は，帯広市，今の
市長が旗を揚げたレベルでしたが，定住自立圏
形成や，推進協議会の立ち上げによって，オー
ル十勝という枠組みに少しレベルアップしまし
た。そして，フード・コンプレックスという形
をとり，北海道が推進する動きになり，オール
北海道へさらにレベルアップし，そして国の国
際戦略総合特区という指定を受けることによっ
て，オールジャパンの取り組みに昇化していっ
たという形になります。

十勝，北海道で完結するシステムを

さて，ここでもう一度，十勝のあるべき形を
繰り返しになりますが提示してまいります。小
麦の話をしました。小麦農家があっても，今ま
ではその小麦は本州の製粉業者に行っていまし
た。それを地元の製パン業者はやむなく買い入
れてパンをつくっていたのが従来の姿でした。
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それが，十勝の音更，帯広の隣町ですが，そこ
の製粉業者で，おれ，やるぞという人が出てきて，
工場を建てました。去年のことです。その社長
さんもすごく熱い方で，町野先生とかお会いし
ていただきましたけれども，その方が熱い気持
ちを持って，何としても地元で製粉をして，地
元で加工して，地元の人に食べてもらおうとし
たのです。そうすると，生産，加工，流通という，
この十勝の中でお金が回るという基礎固めがで
き，非常に理想的な姿に今なりつつあります。

皆さんにぜひ知っていただきたいのは，小麦
にかかわっている生産者や加工者の人たちの関
わりとか，熱意，こだわりです。そしてこれこ
そが真の豊かさに繋がっていくのだと思うわけ
です。生産者の誇りというものがないと，モチ
ベーションは上がらないのです。ある本別の農
家さん（自分で製粉までなさっている）が言う
には，自分のつくった小麦なのに，自分は出口
を見られない，自分の小麦を誰が食べているの
か，どこでどんなふうに作られて，どんな味を
しているのか，ここにいたらわからない，と。
なぜかというと，さっきお話したように，ここ
で作った小麦がどこかの工場へ行ったときには，
外から来た外麦がブレンドされてしまいます。
だから，純粋な十勝の小麦で食品製造を，とい
うパターンはつくれないのです。そんなロット
は大手企業はやりませんから。そうした工場か
ら出荷されたものは，外麦とまぜこぜにされ「十
勝の小麦で作った」とはならないのです。この
農家さんは，私のつくった小麦がそれでは情け
ないですよ，地元で，自分の小麦がどんな粉に
なって，どんなパンになるのかというのを，自
分の目で確かめたい。それが私たちの誇りなの
ですとおっしゃるのです。そこが大切なことだ
と思うわけです。

もう一つお話があるのです。ある事業者の方
からお聴きしたお話をご紹介します。芽室で小

豆をつくっている農家さんで，契約栽培を主に
やっているのですが，本州の和菓子屋さんと契
約していて，その和菓子屋さんが年に１回その
農家さんに，来るそうなのです。こういうお菓
子ができました，お宅からいただいた小豆でこ
んなおいしいお菓子ができましたと。それを受
けた農家のご主人は，子供たちをテーブルに着
かせて，おい，おまえら来い。これが父さんの
つくった小豆でできたお菓子だぞ。おまえら，
かみしめて食え。そして，子供たちがしっかり
食べて，おいしいねと弾むわけです。そこにお
父さんというか生産者としての誇りがしっかり
と自分で確認できるというか，それがまた頑張
ろうという気持ちになっていく，そのようなお
話であります。

こういった話からご理解いただきたいのは，
十勝で完結するシステムをどんどん形成してい
きたいと言うことです。例えば小麦です，当然
たくさんの量がとれるので，パンを作っても地
域内では食べきれないかもしれません。製粉も，
その地域だけで消化できないかもしれませんが，
その部分は管外に売られていって外貨を稼ぐ，
そのような形で十勝の地域が潤っていくのが理
想の姿なのでしょう。

これまでの取り組みの中で，具体的に“フー
ドバレーとかち”を推進して，どのような動き
が出てきたかをまとめてみました。それは，行
政の成果というよりは，外側のプレイヤーさん
たちの成果なのです。それが正しい姿だと思い
ます。例えば，金融機関さんが，ぜひ十勝と連
携協定させてくださいというような話が舞い込
みました。帯広市とやりたいというのではなく
て十勝とやりたいという話で，しかもその話は，
管内の 12 金融機関，管内にあるほとんどの金融
機関がやらせてくださいというオファーをして
いただいたといううれしいことであります。

もう一つ，小ロット物流。物流の話は，十勝
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においても非常に大きな課題なのです。先ほど
言いましたが，中小企業が多いですから，たい
した量は作れないのです。それを本州に送り込
むときに，わずかな量を送っていると運搬費だ
けが高くなって，不利になってしまうわけです。
価格にそれが上乗せされてしまうので。それを
何とかできないかというのを長年ずっと研究し
ていたのですが，ようやくヤマト運輸の子会社
の方に，そういったシステムを考案していただ
きまして，首都圏のホテルでの十勝グルメフェ
アとタイアップしてやっていくことができまし
た。首都圏のホテル側ではもの凄く評価を高く
していただきました。なぜかというと，決済も
含めて，仕入れの調達先も全部ヤマトさんが請
負い，ホテル側は，これとこれとこれをくださ
いとヤマトさんに言うだけで，ヤマトさんが全
て，どこの生産者がいいとか，そういった情報
を持ちながら全部調達して混載するということ
をやって，効率的に首都圏のホテルに持ってい
くという，システムなのです。そうするとホテ
ル側は，今まで全部，お金も自分らで計算したり，
細々したアナログの処理をやらなければいけな
かったことが全てなくなったのです。それがも
の凄い成果だということでホテル側は絶賛して
いるのです。ヤマトさんのほうは，初めてやる
ことだったものですから，まだまだ課題はある
ということですが，これはぜひとも，やめるの
ではなくて，課題をさらにブラッシュアップし
て，いいものにしていきたいと，そんなような
動きに今つながっています。

フードバレーは，だんだん管内外にも浸透し
ています。経団連からも，何かおもしろいこと
やっているなということで，農政問題委員会が
視察に来てくれました。そこが来て驚いたとい
うのが，十勝の農業って日本の農業の持ってい
るイメージと全然違うのですねと。全然規模が
違うと，そういう関心も外側に出てきたという

ことであります。
細々したものでは，十勝の食材を使った新レ

シピというか製品がどんどん生まれてきている
ということもあります。

最後になりますが，消費者の皆さんにお願い
したいことがあります。さっきも言いました
が，十勝の農畜水産物，１次産品，加工品，皆
さん本当に知っていますか？これはぜひ，こん
なにあるということを知っていただきたいので
す。知っていただいて，地元のものをまず買っ
てください。地元のものは地元で消費しましょ
う。そこをぜひお願いしたいのです。週に一遍
でもいいから十勝産のものを買いましょう。消
費がさらにふえて，加工量も上がる，そういっ
た関係をちゃんとつくりましょう。まず地元の
我々が買うことによって，ニーズがあるという
ことですから，そこに新たな加工業種がふえた
り，ラインを増設したりということになってい
く。そういうことをやっていただきたいと今盛
んに，PR というか，お願いしているところです。

ただ，十勝のものを買え，買えと消費者の皆
さんにお願いしても，そもそもストアに行って
十勝のものってわかるんですか？そういう声も
たくさんあるのです。これは検討中ですが，今，
地元にあるそれなりの規模のスーパーさんとい
ろいろお話を進めています。産地表示，少なく
とも十勝産というものをストアで，もう少しわ
かりやすく，例えば「フードバレーとかち」と
いうロゴマーク，これを十勝産の商品の展示棚
のところに別枠で置いてもらうとか，そういう
ことも今，協議をすすめています。そうなって
くると消費者の方も，地元のスーパーへ行った
時，これって十勝産なんだね，知らなかったね
ということで，意外な面もわかっていただける
かもしれません。

難しいのは，加工品だと思います。加工品で，
全て十勝産だという保証がある製品はなかなか
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ないですよね。さっき言ったパンでもそうです。
十勝の小麦でパンは作れますけれども，パンは
小麦だけで作れません。十勝でパンをつくろう
としたときに，唯一，十勝産の原料でできないも
のがあるのです。皆さんわかりますか？小麦は
十勝でとれます。砂糖もビート（てん菜）でと
れます。私もわからなかったのですが，塩なの
だそうです。塩だけは十勝産のものがないそう
です。ただそれも恐らくそのうち，海がありま
すから，できるのではないですか。オール十勝
でできるかもしれません。

もう一つ少し角度が変わりますが，バイオマ
ス産業都市の構築を進めています。食とはかけ
離れるかもしれませんが，バイオマスは皆さん
ご存じのとおり生物由来のものです。さっき言っ
たように，たくさんの１次産品がとれます。例
えばビートは総量規制があって，64 万トン以上
とれると二束三文になりますから，もったいな
いから何かに使いましょうということで，バイ
オエタノールにしているのです。今，十勝清水
でつくっています。そのほかにも，十勝は日照
時間が長いので，太陽光を使ったり，十勝とい
うスケールだからこそできるバイオマスの循環
システムができるのではないかということで今
考えています。国もそういった制度を推進して
おりますので，そこに名乗りを上げようとして
います。

今後の展望をお話しします。十勝の産業はこ
れから「動脈の産業」と「静脈の産業」という
両方を働かせていくイメージだと思うのです。
今までは動脈のほうばかりやっていました。し
かし，そうではなく，そこから捨てられてくる
ものをさらに循環させるという静脈の産業もこ
こで創って，セットにして，十勝の中でエネル
ギーも含めて循環できる地域にできないかと，
そのような夢みたいな発想を持って，今取り組
んでいます。トップである市長が，もの凄く意

欲を持っていまして，内部だけでなく，十勝の
19 市町村に対してもいろんな呼びかけをして，
実現に向け，検討を進めております。

最後になりますが，市長がよく言っておるこ
とです。「食べるということは，人生そのものと
いうか，原点でしょう。人生を楽しむことがで
きて，驚きと感動に満ちたことが，この十勝だ
からできるのではないでしょうか」と。

私は今まで 30 年以上，帯広市役所に勤めてお
りますけれども，学生さん，公務員志望の方も
いらっしゃるかもしれませんので，そこでのヒ
ントをちょっとお話しします。最近になってわ
かったことがあるのです。それは，行政体とい
うか，帯広市役所のことに限ってかもしれませ
んが，役所というのはいろんな部署があります。
さっき言った保健や，福祉，産業振興，税金関
係もある。その中で，私もそれなりのところを
回ってきました。ほとんどの部署というのは，
法律があって，条例があって，やるべき仕事と
いうのは，ほぼ決まっています。役所の中とい
うのは，レールを外れること自体，あり得ません。
そのレールの中でうまく仕事を処理していれば
それで終わる，それが自分のミッションだとい
うところが大部分です。ところが，役所の中で
も産業系に来た途端にそのレールがなくなって
しまうのです。あったとしても，レールがたく
さんあり，どこを選ぶかはその人の裁量権になっ
てきます。アイデアを出す，こういった手法で
産業振興の支援をしよう，とします。そうした
方針が法律だとか条例だとかの範疇から外れて
しまうこともあります。そこから先は，自らの
考え方などに大きく関わってきます。それが，
産業系の逆に言えば魅力なのです。そうしたこ
とが最近わかってきて，役所の中には，いろん
な種類があるということと，決して役所では，
レールにのっとった仕事しかないのではなくて，



27“フードバレーとかち”から生まれる『豊かさ』とは　中尾2013 . 3

今言ったように，自分の考えが大いに活かされ
る，そういったところもあるのだということを
ご理解いただき，ぜひ皆さん就職するのであれ
ば，そうした余地がある帯広，十勝を最後はア
ピールさせていただいて，私もあと４年ぐらい
は帯広市役所におりますので，４年内に卒業さ
れる方は，帯広市役所を目指していけば，私と
会える機会があるかもしれませんので，どうぞ
よろしくお願いしたいと思います。

以上でございます。ご清聴ありがとうござい
ました。（拍手）


